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改めてお詫びします 

先日の全校集会で「人を傷つけてはいけない」それは、理由・理屈などではなく、だめなものはだめだ

ということを申し上げた。 

他者はもちろん自分自身も傷つけてはいけないし、心も体も傷つけてはいけない・・・。 

そんな中、皆さんにとって新たにつらいことが起きていることを承知している。それは、ネット上の心

無い書き込みだ。皆さんの心が傷つけられている。学校名が直接表されているものもあった。憶測や過去

の先入観で書かれたひどい内容のものもあった。中には、今の本校のことをよく知ってくださって、励ま

すことを書き込んでくださる方もあった。世間とはそういうものだ。賛成意見もあれば反対意見もある。

ひどい中傷をする人もいれば、支えてくださる人もいる。また、好奇の目で見られて通学がつらいという

話も聞いている。 

改めてこのことにもお詫びします。皆さんにつらい思いをさせてしまい、申し訳ありません。 

保護者の皆様にもつらい思いをさせてしまっている。心よりお詫び申し上げます。 

現状の本校は、生徒の皆さんが一番よく知っている。保護者の皆様がよくご存じだ。別所地区の周辺の

住民の皆様もよくご存じだ。 

今の姫路別所高校に自信をもって胸を張っていい。卑屈になる必要はない。 

ある意味注目されてしまっている 

今、図らずも注目されてしまっている。ある意味仕方がないことだ。そんな中、「やっぱりあかんやん」

と思われてしまうか、「いやいや全然いいやん」と思われるか、皆さんはどちらを選択するのか？ 

昨日の帰り道に、残念ながら自転車を危険な方法で運転している生徒を見かけた。そういう姿を見る

と、周りの人からは「やっぱりあかんやん」と思われてしまうのではないか。時間ギリギリに登校しよう

として、交通ルール・マナーを守れない様子を見ると、「やっぱりあかんやん」と思われてしまうのでは

ないか。皆さんの生活に注目が集まってしまっている。皆さんはどちらを選択するのか？ 

心や身体に違和感があるのは、正常な反応 

今回のことで何か心や身体に違和感があるのは、正常な反応だ。それを我慢する必要はない。しばらく

キャンパスカウンセラーの先生に来ていただくので、是非活用してほしい。誰かに聞いてもらうだけでも

すっきりすることがある。しんどい時は休んでもいい。涙はこらえずに、流してしまおう。 

ルーティンワークを意識して日常を取り戻すことは大切だ。「挨拶日本一の高校を目指して挨拶をしっ

かりする」「5 分早く起きて、交通ルール・マナーをしっかり守る」「服装をととのえる」「夢に向かって

コツコツと自分が今できる努力を積み重ねる」など、地道に生活を整えることが「いやいや全然いいや

ん」にもきっとつながるし、日常を取り戻すことにもなる。We keep on challenging. 

あおいくま 

ものまねタレントのコロッケさんが心の支えにしている言葉がある。「あおいくま」だ。 

「あ：あせるな、お：おこるな、い：いばるな、く：くさるな、ま：まけるな」 

今皆さんが取り組もうとしていることに間違いはない。「あせらず」地道に生活を整えていったらどう

だ。心無い書き込みや好奇の目に「おこっても」仕方がないし、「くさって」いては、もったいない。現

時点では、「あ・お・く」なろうというところか。偶然、群青ともつながった。 
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